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イベントで拡がる議論の輪 
 

1 第５回⽇独 Beyond 5G/6G 研究ワークショップを開催 
 −インタラクティブな対話を重視しマッチングを促進− 
 
4 Beyond 5G ゼログラビティイベント 2024 を開催 
 −社会実装に向けた課題を発⾒− 

 
9 MWC2025＠バルセロナへ出展 
 −Converge. Connect. Create.− 

 
13 イベント短信 
 −各地で実施したイベントなどを紹介− 

 
14 Sakura とまなぶ! NICT の研究編 
 Vol.2 いつでもつながるネットワーク（レジリエント ICT） 
 Vol.3 超⾼速で世界がつながる！？（テラヘルツ通信） 
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第 5 回⽇独 Beyond 5G/6G 研究ワークショップを開催 
 −インタラクティブな対話を重視しマッチングを促進− 
 

「第５回⽇独 Beyond 5G/6G 研究ワークショップ」を仙台の東北⼤学⽚平キャンパス内のさくらホー

ルで、2025 年１⽉ 21 ⽇〜22 ⽇に開催しました。本ワークショップは、NICT とドイツの 6G Platform が

共催で、⽇独両国間での Beyond 5G/6G 分野における研究者の交流を促進し、連携の活性化を⽬指す⽬的

で開催されています。これまでに、第 1 回を 2023 年

4 ⽉（NICT 本部）に、第 2 回を 2023 年 6 ⽉（ベル

リン）に、第 3 回を 2024 年 2 ⽉（NICT ⽇本橋）に、

第 4 回を 2024 年 7 ⽉（ベルリン）に、それぞれ開催

してきました。今回の第 5 回は、⽇本では初めて東京

を離れ仙台にて開催することとしました。当初は集客

の不安もあったものの、結果的にはドイツ 30 名、⽇

本（NICT 除く）49 名、NICT 45 名と合計 124 名の

参加があり、過去最⼤の規模となりました。 

 

初⽇は開会の後、⽇本から総務省技術政策課の松井正幸課⻑が、またドイツから連邦教育研究省

（BMBF）の Daniel Behrendt ⽒が、それぞれ両国の最新の Beyond 5G/6G 関連政策について講演しまし

た。両国の政策責任者が揃って講演を⾏うのは、今回のワークショップが初めてです。松井⽒からは

Beyond 5G 推進戦略 2.0 や⾰新的情報通信技術（Beyond 5G(6G））基⾦事業における⽇独国際共同研究

プロジェクトについて、Daniel Behrendt ⽒からはドイツの 6G Initiative や次世代の Funding Program に

ついて、それぞれ説明がありました。 

これに続き、招待講演セッションでは、NICTレジリエント ICT 研究センターの井上真杉センター⻑が

講演し、同センターの設⽴経緯を周辺地域における東⽇本⼤震災の被害状況とともに説明され、災害対応

の重要性とそれに対する⽇本⼈の思いがドイツの参加者にも伝わったのではと思います。 

 

2 ⽇⽬午前には、⽇本における Beyond 5G/6G の推進団体である XGモバイル推進フォーラム

（XGMF）を代表して東京⼤学の中尾彰宏教授から、また⽇本を含むインド太平洋地域におけるデジタル

パートナーシップのための欧州のハブである INPACEを代表して Mr. Adam Kapovits⽒（Eurescom）か

ら、それぞれ活動紹介がありました。午後には、NICT ワイヤレスシステム研究室の板⾕聡⼦研究マネー

ジャーから Flexible Factory Project について紹介があり、その中で特にドイツとの活動の事例紹介も⾏わ

れ、ドイツからの参加者は興味を持って聞いておられました。 
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本イベントでは更に、ポスター発表/デモ展⽰セッション、パネルセッション、サイトビジットを両⽇

とも実施しました。ポスター発表/デモ展⽰セッションでは、合計 44件のポスター発表（ドイツ 24件、

⽇本 20件）と 9件のデモ展⽰（ドイツ 1件、⽇本 6件、共同 2件）があり⼤変盛況でした。⽇独と双⽅

で意⾒交換がしやすいように初⽇にドイツ側、⼆⽇⽬に⽇本側と分かれて、ポスター発表およびデモ展⽰

セッションをそれぞれ実施しました。パネルセッションでは、モデレータからの課題提起に対して、それ

ぞれのパネリストが得意な分野での議論が活発に⾏われ、参加者も巻き込んだ率直な意⾒交換もありまし

た。特に AI に関する課題については、総意では重要であるものの、その活⽤⽅法については様々な意⾒

があり、ネットワークへの応⽤に限定せずにシステム全体で検討すべきであるなど熱いやり取りが⾏われ

ました。サイトビジットでは、NICTレジリエント ICT 研究センターと東北⼤学電気通信研究所へのラボ

訪問ツアーを実施し、実環境で動くデモシステムや研究施設を⾒学いただきました。 

この他にも、両⽇のランチや初⽇夜の Networking Event は⽴⾷形式とし、コーヒーブレイクは⻑めの

時間を確保するなど⼯夫を凝らしつつ、全体を通じてインタラクティブな対話を重視することにより、さ

らなる⽇独間の研究連携マッチング促進が図られたように思います。 

 

次回の第 6 回⽇独ワークショップは、2025 年 7 ⽉ 1 ⽇〜3 ⽇にベルリンで開催される Berlin 6G 

Conference 内のセッションのひとつとして企画・開催される予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

⽇独ワークショップの参加者（2 ⽇⽬） 

パネルセッションの様⼦（初⽇のセッション（左）と２⽇⽬のセッション（右）） 
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ポスターセッション準備（左）とデモ展⽰（右）の様⼦ 

サイトビジット（東北⼤学電気通信研究所（左）と NICT レジリエント ICT 研究センター

（右）） 
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Beyond 5G ゼログラビティイベント 2024 を開催 
−社会実装に向けた課題を発⾒− 

 

Beyond5G 研究開発推進ユニットが主催する 2024 年度の「ゼログラビティイベント」を開催しました。
今回は「Beyond 5G の社会実装に向けた課題・アイデア・活⽤シーンを議論する」ことをテーマにしまし
た。全 3 回で⼀連のディスカッションが完結する流れとし、第 1 回⽬に開催趣旨や NICT の研究内容をイ
ンプットし、第 2 回⽬ではスマートシティに取り組んでいる静岡県三
島市を視察訪問、更に第 3 回⽬に仕上げるような流れで進めました。
合計 35 名（うちNICT以外の参加者は 19 名）に参加いただき、多様
なバックグラウンドを持つ有識者や事業者に議論していただきまし
た。 

 
〜そもそも「ゼログラビティ」って何？〜 
ゼログラビティとは、「誰が上で誰が下とか、マジョリティとかマイ
ナーとか、そういうものは全部無くして、誰もが異なるバックグラウ
ンドや価値観を持っているということをお互いが尊重し、フラットで
オープンなディスカッションを⾏う」という意味です。 
 

■第 1 回⽬ 
最初に NICT Beyond5G デザインイニシアティブ⻑の⽯津から、「Beyond 5G を実現するためにアイデ
アだけでなく、社会実装に向けた課題を出していこうとしている。今年度は、実際の社会で使ってもらう
ため、これまでのアイデア創出から⼀歩先を意識した議論を⾏いたい」と開催趣旨が説明されました。そ
の後、NICT 研究者 5⼈からそれぞれの研究内容に関する講演を⾏いました。 
更に、レフィクシア株式会社の⾼安⽒から「GPS 衛星と L６信号を使うことによって緯度経度標⾼をセ

ンチメートル精度で測位ができる技術」、また Gems 株式会社の熊⾕⽒から「コンビニ業界等のサプライチ
ェーン」についてそれぞれ講演いただき、新しい着想を得てディスカッションに⼊ることができました。 
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ディスカッション： 
グループに分かれて、社会実装に向けた課題についてのディスカッションを⾏いました。 

「協働・共創を促進するためのインセンティブやメリットが明確化されることが必要で、共通化するとこ
ろなどの整理が必要ではないか」 

「全てをシステムでやるのではなく、⼈⼿を使った⽅がよいアナログな⾯と、AI などのデジタルとの役
割分担が重要ではないか」 

といった意⾒の他、参加している通信、メーカー、交通、電⼒などの新規事業に携わる事業者の⽬線から
の意⾒なども多く出ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

■第 2 回⽬ 
この⽇はスマートシティを推進している静岡県三島市を視察しました。三島市の特徴である「⽔の都」

を散策で体感した後、三島市役所を訪問して取り組み状況のご説明をいただきました。その後、三島みら
い研究所に移動し、改めて三島市のスマートシティアドバイザーをされている株式会社 T2N の梅⼭⽒と櫛
⾕⽒から「三島市スマートシティの取組紹介」と「デジタル⽥園都市国家構想提案」について講演いただ
きました。 
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ディスカッション： 
参加者のバックグラウンドに応じて、防災、通信、まちづくりのグループに分かれ、実際のフィールド

やこれまでのインプットを受けて気づいた点や課題の共有、キーワードの抽出などを⾏いながら、 「三島
市×NICT構想・研究の活⽤シーン」について検討を⾏いました。ディスカッションでは、 

「１つの⾃治体だけではなく、全国の他⾃治体でも活⽤できるプラットフォームをつくる」 
「地元や観光客の皆が利益を受けられるシステムが良い」 
「データ収集の抵抗感をなくしたアプリケーションの構築」 
「ウェアラブルセンサーを付ける動機付け『監視されない感覚で監視したい』」 
「防災関係では、平時と有事どちらも使えるシステムづくり」 

など、たくさんの意⾒が出ました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

■第３回⽬ 
第３回⽬は新たに有識者 2 名にご講演いただき、これまでの議論を深堀する流れで進めました。有識者

からの講演では、国際⼤学の砂⽥⽒から「技術の中には⻑期にわたり経済社会を⼤きく変える汎⽤技術が
あり、多くはテクノロジーラディカル（技術主体）ではなく、ユースラディカル（利⽤⾯の⾰新）である。
⼈々が抱える要求や課題からバックキャストする検討が重要」といったお話や、東京電⼒ HD の熊野⽒か
らは「電気事業も変⾰の時代を迎え、他⾃動⾞産業との融合も進み、電⼒系統の運⽤の広域化まで広がっ
ている。電気事業における通信を切り取っても時代とともに変化している」など、ご両名から貴重なお話
をいただきました。 
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ディスカッション： 
有識者からの講演内容を踏まえ、第 2 回⽬までの内容をブラッシュアップする形で Beyond 5G の社会実

装に向けた課題や必要なアクションの検討を⾏いました。ディスカッションでは、 
「資⾦の獲得⽅法、アプリに⼊れるための正確なデータを集める⽅法が重要」 
「超⾼速スポット通信を活⽤するための設備を多数準備する必要がある」 
「推し活の概念を組み合わせる。例えば旅に⾏くときに、動物に餌をあげるのが好きな⼈には、マイ動物

を選定するとどこで何をしているかがタイムリーに分かる」 
といった社会実装のための具体的な意⾒が集まりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■まとめ 
全 3 回にわたり同じメンバーかつ短期間で議論することで、昨年よりも深い論点に達することができま

した。そして今回「社会実装に向けた課題」をテーマとして議論した結果、Beyond 5G の技術的課題に加
え、「データをどうすれば収集・共有してもらえるのか」、「⾦銭的なメリットをどう⽰していくか」のよう
な社会的課題が実装に向けた⼤きなハードルとなっていることがわかりました。今後の研究や実証の展開
に向けて、今回得られた知⾒を活かしながら、より多くの⽅々と連携・推進していきたいと考えます。 

今後とも NICT の取組に注⽬いただき、ご協⼒いただければ幸いです。 
 
以下、講演頂いた⽅々を紹介いたします。貴重なお話を発表いただきまして、誠にありがとうございま

した。（敬称略） 
 

有識者 
第 1 回⽬： 
⾼安 基⼤  （レフィクシア株式会社 代表取締役社⻑/東京⼯業⼤学 特任助教） 
熊⾕ 将⼀郎 （Gems 株式会社 代表取締役） 

 
第 2 回⽬： 
梅⼭ 直希 （株式会社 T2N代表取締役社⻑） 
櫛⾕ 智史 （株式会社 T2N シニアコンサルタント） 
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第 3回⽬： 
砂⽥ 薫 （国際⼤学グローバル・コミュニケーション・センター主幹研究員・情報システム学会 会⻑）  
熊野 広之 （東京電⼒ホールディングス株式会社 技術戦略ユニット技術統括室プロデューサー ） 

  

NICTの研究者 
永野 秀尚 （総合テストベッド研究開発推進センター 研究開発推進センター⻑） 
児島 史秀 （ソーシャルイノベーションユニット 主管研究員） 
是津 耕司 （統合ビッグデータ研究センター 研究センター⻑） 
荘司 洋三 （ソーシャル ICT システム研究室 室⻑） 
宮澤 ⾼也 （ネットワークアーキテクチャ研究室 研究マネージャー） 

 
 
 
※ Beyond 5G ゼログラビティイベント 2024 

開 催 ⽇： 第 1 回 2025 年 2 ⽉ 3 ⽇(⽉) 
第 2 回 2025 年 3 ⽉ 11 ⽇(⽕)〜12 ⽇(⽔) 
第 3 回 2025 年 3 ⽉ 19 ⽇(⽔)  

場  所： NICT ⽇本橋イノベーションセンター、静岡県三島市 
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MWC2025@バルセロナへ出展 
−Converge. Connect. Create.− 
 

“MWC Barcelona（Mobile World Congress Barcelona）”はスペインのバルセロナにて毎年開催され

ている、世界最⼤級のモバイル技術の展⽰会とカンファレンスであり、200 を超える国・地域から、さまざ

まな分野を代表する企業のキーパーソンなど 10 万⼈以上が来場します。ヨーロッパだけでなくアメリカ、

アジアなど世界中が注⽬する機会となり、会場には「5G/6G」「AI」「IoT」「AR/VR」などを中⼼に、国際

的な幅広い技術が集結します。この MWC にリリースを合わせた世界各国の新製品、最先端技術が数多く

紹介され、多くの商談が開催されるなど、まさにワールドクラスの技術トレンドを体感することができる

⼤規模なグローバルイベントです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MWC 初めての参加となった昨年（2024 年）は、総務省が出展⽀援する Japan Pavilion 内の⼀部にて展

⽰物 3点を出展しましたが、今年は NICT 独⾃パビリオン 6F68（Hall 6）を構え、2025 年 3 ⽉ 3 ⽇（⽉）

〜6 ⽇（⽊）の 4 ⽇間にわたり Beyond 5G 分野をはじめ最新の研究開発成果を展⽰し、ICT 分野における

NICT のプレゼンス向上に貢献しました。 
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NICT の Beyond 5G における最新の成果をわかりやすく説明する出展物として、今回は以下の５点を展

⽰しました。（ネットワークアーキテクチャ研究室、Beyond5G 研究開発推進ユニット、ソーシャル ICT シ

ステム研究室） 

 

展⽰①：地上通信ネットワーク(TN)と⾮地上系ネットワーク(NTN)の併⽤が、TN インフラだけでは

カバーしきれないエリアの電波利⽤環境の劇的な向上をもたらすことを表現したジオラマ 
 
展⽰②：TN と NTN の融合による、通信の省エネルギー化と通信の品質最適化のデモ（シンガポール

に設置したドローンのバルセロナからの遠隔操作実演を含む） 
 
展⽰③：利⽤者の要求に応じて、異なる産業のシステムが連携するオーケストレーション機能の紹介

（Society 5.0 の社会ビジョンの提⽰） 
 
展⽰④：60GHz 帯電波を⽤いた時空間同期技術の動態展⽰（ロボットカーとドローンのすれ違い⼤容

量データ送信） 
 
展⽰⑤：300GHz帯電波を⽤いた 4Kビデオ映像の⾮圧縮データ送信と瞬間映像ファイル伝送の動態展

⽰（テラヘルツ無線伝送技術の海外での初実演） 
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上より、 展⽰①    展⽰② 
     ドイツ展⽰  展⽰③ 
     展⽰④    展⽰⑤ 

 



12  |  Xross B5G 2025 Spring 

年に⼀度の世界最⼤級の展⽰会「MWC」は、総来場者数も、展⽰会場総⾯積も破格のスケールです。煌

びやかに飾った⼤きなブースには美しい装飾と演出がされており⽬を引きます。世界各国から多くの⼈が

集まり最新の技術を披露、会場内の⾄る所で商談や研究開発に向けての話し合いが繰り広げられ、その光

景はとても躍動的で活気にあふれていました。 

 
「MWC バルセロナで今年も NICT が出展する」 

NICT の研究現場はもちろんですが、グローバル推進部⾨、広報部が舵を取りながら企画、運営、出展内

容まで、数カ⽉をかけて様々な検討が繰り返されました。海外への出展ともなると諸⼿続きも⼤変で、出

展物の準備以外にも多くの時間が費やされました。1800 名を超えるたくさんの⽅に来場いただいた今年の

MWC出展は、NICT のみならず、共同研究先の⽇本や海外の⼤学とのコラボレーションにより実現した、

とても充実した内容となりました。準備期間を含めると数カ⽉に及ぶプロジェクトでしたが、最後は関係

者全員が達成感に包まれた本当に素晴らしい出展であったと感じています。ご協⼒、ご⽀援いただきまし

た皆様、ありがとうございました。 
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イベント短信 

−各地で実施したイベントなどを紹介− 
 
2025 年 3 ⽉ 6 ⽇(⽊) 

「⾼専ワイヤレステックコンテスト 2024（WiCON2024）」本選⼤会に参加しました 

 

 

 

 

 当機構が協賛する「⾼専ワイヤレステックコンテスト 2024（WiCON 2024）」の本選⼤会及び受賞式
が 3 ⽉ 6 ⽇に開催されました。 

どのチームも、⽇本の社会課題や地域密着の課題解決に取り組み、独創的な発想に加え、⾼い技術⼒
とチームワークを発揮してプロジェクトを最後までやり遂げており、わが国のワイヤレス技術の未来の
可能性を強く感じることができました。 
選考の結果、チーム「令和最新版⾼専⽣」（久留⽶⼯業⾼等専⾨学校）の「RTK-GNSS による⾼精度

で安価な、農業機械の運転⽀援システム」が総務⼤⾂賞（最優秀賞）を受賞されました。これは⾼精度
かつ安価な測位機器開発に加え、VRを融合した農作業の効率化の取組みが⾼く評価されました。 また
チーム「B5Gサナギ」（函館⼯業⾼等専⾨学校）の「Massive-MIMO⽤⼩型・低消費電⼒・⾼性能アナ
ログ信号処理回路の研究開発」を、NICT が協賛企業賞として表彰させていただきました。Beyond 5G
社会を⽀える未来の技術者たちが、社会実装を⽬指した無線技術の応⽤研究を活発に進めておられるこ
とに深く感嘆いたしました。今後ますます研究が進展することを期待したいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 協賛活動においては、中間報告や予選・本選⼤会だけでなく、視察や出張授業を通じて⾼専の皆様と
深く交流させていただきました。2025 年度も引き続き協賛メンバーとして、更なる交流を図るべく取り
組んでまいります。 
 
会場：東京⼤学 伊藤謝恩ホール 
主催：⼀般社団法⼈情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ） 
関連情報：https://wicon.jp/2024/final 
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Sakura とまなぶ！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://beyond5g.nict.go.jp/sakuramanabu/sakuramanabu2-2.html?nl=5
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https://beyond5g.nict.go.jp/sakuramanabu/sakuramanabu2-3.html?nl=5
https: //www.nict.go.jp/press/2021/01/13-1.html
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https://www.nict.go.jp/press/2023/10/10-1.html
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https://www.nict.go.jp/press/2023/08/08-1.html
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